
平成30年度　第３学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問
	他の教育活動等との関連
	「わたした
　ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭

との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	礼儀
礼儀
	［相手につたわるれいぎ］


1．あいさつ名人
（きみがいちばんひかるとき）
	  挨拶は，社会生活を営む上で基本的な行為である。さらに，自分も相手も気持ちよく生活し，よりよい人間関係を築くためには，真心のこもった態度や時と場をわきまえた態度などが必要である。人と関わりにおいて，どのような振る舞いが好ましいのかを考えさせることが大切である。
	※挨拶が苦手だというせいやくんが，実は相手のことを思った挨拶のできる本当の「あいさつ名人」だと気づいた「ぼく」の姿を通して，相手の立場を考えて接することの大切さに気づかせ，真心をもって接しようとする判断力や心情を育てる。
	月目標
「あいさつをしよう」
国語科
「じこしょうかい」
学校行事
「始業式・入学式」
挨拶運動


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.56を活用する。

	あいさつ運動について話す
保護者・地域の方の参画
	教材（Ａ）
挨拶について意識したり振り返る時期でもある。わかりやすい教材で、今まで意見が出せない児童も発表できた。

	
	
	
	
	○「ぼく」が「せいやくんこそ，本当の『あいさつ名人』だ。」と思ったのはどうしてでしょう。
◎「あいさつ名人」になるためには，どんなことを大事にしたらいいだろう。
	
	
	
	

	　四月（第三週）
　
	よりよい学校生活、集団生活の充実

	［楽しいクラスに］


2．よろしくギフト 
（きみがいちばんひかるとき）
	　学校生活においては，身近な集団である学級の中で仲間とよりよい学級を目ざして協力し合っていくことを大切にしたい。児童は，楽しい学級にしていきたいと願いはもっているものの、そのために学級の仲間と協力し合うことの重要性に気づいている児童は、多くはない。そこで、児童が仲間と協力することを意識する機会を設け、自分も学級の一員であり，みんなで協力し合っていくことが学級をより楽しくしていくことにな
るということを感じさせた
い。
	※みんなの「よろしくギフト」を読んだほのかの考えやクラスのみんなの思いを通して，よりよい学級をつくるために大切なことは何かを考えさせ、互いに協力し，楽しい学級づくりをしていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「じこしょうかい」

学級活動
「３年生になって」
総合的な学習の時間
「津野探検①～学校のまわり～」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.152を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（Ａ）
学校のいいとこみつけの取り組みと混同しそうだったが、自分たちのクラスをより良いものにすることについては、人間関係を中心に意見が出せた。

	
	
	
	
	○みんなの「よろしくギフト」を読んだほのかは，どんなことを考えただろう。
◎自分のクラスにどんな「よろしくギフト」を贈るとよいでしょう。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	節度、節制
	［ほどよいかげんで］
3．やめられない 

（きみがいちばんひかるとき）
	　節度ある生活を送るためには，自己の置かれた状況について思慮深く考えながら自らを節制していく意志が必要となってくる。度を超すことがなぜいけないのかを深く考えていくことにより，基本的な生活習慣を守ることの重要性や自律的な行動の必要性についての自覚につながる。節度ある生活を送ることは，自分だけでなく，他の人の快適な生活を守ることにつながっていくことも自覚させていきたい。
	※ゲームに依存し，やめられなくなっているまりさの姿を通して、節度のある生活の大切さを考えさせ，度を越すことなく生活していこうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「じこしょうかい」

学級活動

「３年生になって」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.10～11を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（Ａ）
身近な内容で、自分のこととして、経験をふまえて話し合いができた。価値をとらえて、意見が出せた。

	
	
	
	
	○次の日の朝，眠気が覚めないとき，まりさはどんなことを思っていたでしょう。
◎「やめられない」を断ち切るために，どんなことを大切にしていけばよいでしょうか。
	
	
	
	

	　五月（第二週）
　
	　　規則の尊重
	［きまりの意味］
4．きまりのない国 
（きみがいちばんひかるとき）
	　きまりや規則は，自分達の暮らしや命を守るためにあることを理解し，進んでそれを守っていこうとする態度を身
につけようとすることが大切である。自分の思うままに行動するのではなく，自他の権利を十分に尊重する中で，自分は，何をすればよいのか，自分には，何ができるのかを考え，約束やきまりを守って行動する実践意欲や態度を養うことが必要である。
	※きまりのない国へ行ったときのけんたの考えを通して，きまりがあることのよさに気づかせ，それらのきまりを守ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「学校のきまりをまもろう」
学級活動
「自転車の正しい乗り方」
学校行事

「交通安全教室」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.118を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ああ，きまりのない国ってないのかな。」と言った時のけんたはどんなことを考えていただろう。
◎「やっぱり，元の国にもどりたいな。」と言った時，けんたはどんなことを考えていただろう。
	
	
	
	

	五月（第三週）　
　
	生命の尊さ
	［つながっている命］
5．ヌチヌグスージー命の祭り
（きみがいちばんひかるとき） 
	  全ての道徳性は，人間存在の根底である「生命」が尊重されて初めて成り立つものであり，生命を大切にすることは，どれだけ強調しても決してし過ぎることはない。中学年という発達段階では、現実性をもって死を理解できるようになるといわれている。この時期に，生命の尊さをさらに深く感得させることの意義
は大きい。
	※お墓参りでオバアに聞いた話から，コウちゃんが考えを巡らせる姿を通して，命の連続性について気づかせ，命のつながりの不思議さや雄大さを大切にしようとする判断力や心情を育てる。
	理科

「たねをまこう」

「チョウをそだてよう」
学級活動
「自転車の正しい乗り方」
学校行事
「交通安全教室」
	＜終末＞
高知の道徳
P.52を活用する。
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○オバアの話を聞いたとき，コウちゃんはどんなことを考えたでしょう。
◎「命をありがとう！」と言ったコウちゃんは，心の中でどんなことを考えていたでしょう。
	
	
	
	

	　五月（第四週）
　
	親切、思いやり
	［やさしさって］
6.持ってあげる？食べて
あげる？
（きみがいちばんひかるとき）
	  学校生活においては，学校の人々や友達などさまざまな人と直接的に多様な関わり合いをもてる機会を多くし，相手の立場を考えたり，相手の気持ちを思いやったりすることを通して，思いやりや親切な行為の意義を実感できるようにしていくことが重要である。また，相手の身勝手な押し付けや逃げに協力して言われた通りにすることは，相手のためにはならず，親切とはいえないことも抑えておくことが大切である。
	※下校時に友達のランドセルも持ってあげたり，給食の時間に友達の嫌いなナスを食べてあげたりする「わたし」の姿を通して，相手にとって本当の優しさとは何かを考えさせ，行動できるための判断力や心情を育てる。
	学校行事

「遠足」
	
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.39に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「わたし」の行動は本当に「優しい人」の行動だろうか。
◎本当の優しさとは何だと思いますか。
	
	
	
	

	六月（第一週）
月
	善悪の判断、自律、自由と責任
	［正しいと思うことを］
7.たった一言
（きみがいちばんひかるとき）
	  勇気とは，何か大きなことを成し遂げようとするときにのみ必要になるものではない。日常生活において，たとえ小さなことでも正しいことと正しくないことを判断して，正しいと思ったことは勇気をもって行い，正しくないことは勇気を持ってやめる決
断力を養うことが大切であ
る。
	※ひとりぼっちになりがちなよしふみに対する「ぼく」の言葉かけや態度について考えることを通して、正しいことをするためにはどのような気持ちが必要か考えさせ，友達とのよりよい関係を築くために自分が正しいと思ったことを行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.30の文章と写真を電子黒板に映す。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.33に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○いつも一人でいるよしふみを見て「ぼく」はどんなことを考えただろう。
◎「ぼく」はにっこりと笑ったよしふみを見て，どんな気持ちになったでしょう。
	
	
	
	

	　六月（第二週）
　
	友情、信頼
	［友だちっていいね］
8.友だち屋　
（きみがいちばんひかるとき） 
	　この時期の児童は，気の合う友達どうしで仲間をつくって自分たちの世界を確保し，楽しもうとする傾向があり，集団での活動などがこれまでになく盛んになる。しかし，自分の利害に基づく衝突が強くなることも見られる。本当の友達とは，損得勘定に基づくものではなく，相手のことを思いやったり，理解し合ったりしてできる心のつながりが大切であることを考えさせていきたい。
	※「友達」についてのキツネの言動や気持ちの変化を通して，自分にとっての本当の友達とはどんな人であるかを考えさせ，友達を大切にしていこうとする心情を育てる。
	体育科
「タグラグビー」

プール開き
学校行事
「プール開き」
	＜終末＞
友だち同士の交流の写真を電子黒板に映す。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○クマといっしょにイチゴを食べているときキツネはどんなことを考えていただろう。
◎「ええ，友だちはいりませんか。さびしい人はいませんか。何時間でもただ。毎日でもただです。」と言って帰っていくキツネはどんなことを考えていただろう。
	
	
	
	

	六月（第三週）　
　
	正直、誠実
	［明るい心で］
9．ぬれてしまった本
―エイブラムハム＝リンカーン
（きみがいちばんひかるとき）
	　過ちや失敗は，誰にでも起こりうることである。そのとき，ともすると自分自身が責められ，不利な立場に立たされることを回避しようとしてうそをついたり，ごまかしたりすることがある。しかし，それは，一時しのぎに過ぎず，真の解決にはならないばかりか，他者の信頼を失い，自分自身の中に後悔や自責の念，強い良心の呵責などが生じる。これらを乗り越えようとするのが正直な心であり，自分自身に対する真面目さである。このような誠実な生き方を大切にする心を育てていくことが重要である。
	※他人の本をぬらしてしまったリンカーンのエピソードをもとに書かれた物語を通して，過ちを素直に改め、正直に明るい心で生活することのよさを考えさせ，ごまかしをせず，素直に反省しようとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.38を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○リンカーンがびしょぬれの本を前に，どんなことを考えていたでしょう。
◎リンカーンはどんな気持ちで３日間働いたでしょう。
	
	
	
	

	　六月（第四週）
　
	生命の尊さ
	［かけがえのない命］
10．大切なものは何ですか
（きみがいちばんひかるとき）
	　自分の誕生や成長の過程，病気や怪我をしたときのこと等を振り返らせ，生命の尊さや生きていることの素晴らし
さを自覚させるとともに，自分と同様に生命あるもの全てを大切にしようとする心情や態度を育てたい。
	※虫たちが話していた大切なものと，アゲハチョウが話した大切なものについて考えることを通して，命の尊さに気づかせ，自分の命と共に命あるもの全てを大切にしようとする判断力と心情を育てる。
	理科

「どれぐらい育ったかな」

体育科
「うく、およぐ運動」

学級活動

「楽しい水泳」

学校行事

「不審者侵入避難訓練」
「プール開き」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.90～91を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.53に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○アゲハチョウの言うもっと大切なものとは何だと思いますか。
◎命を大切にするためにどんなことができると思いますか。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	勤労、公共の精神
	［力を合わせてはたらく］
11．マリーゴールド 

（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，働くことの大切さは理解しており，みんなのために働くことで楽しさや喜びを味わうことがあるが，一方で，働くことを負担に思ったり，面倒に思ったりする様子も見られる。自分が働くことで，身近な人々や社会の役に立つことを理解させ，仕事のやりがいや，進んで働こうとする意欲や態度を高めていきたい。
	※保育園で苗を植える仕事をしながら変化していく千里の姿を通して，環境を守ることの大切さに気づかせ、自ら進んで働こうとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事
「大掃除」


	＜終末＞
縦割り班の掃除の写真を電子黒板に映す。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「暑いなあ。あっ，つめが真っ黒。いやだなあ。」と言ったときの千里はどんなことを考えていたのだろう。
◎千里が土を掘る手に力がわいてくるのを感じたとき，どんなことを考えていたのだろう。
	
	
	
	

	七月（第二週）
　
	　　　自然愛護
	［身近な生き物に］
12．ヤゴ救出大作戦 

（きみがいちばんひかるとき）
	　児童は，自然や動植物を大切にしなければならないという気持ちは持っているが，「大切にする」ということが，自然や環境を守るというところまでには，視野が広がっていない。自然に目を向けさせ，人と動植物が同じ自然の中で共に生きていて，自然を守るために児童にもできることがあること，自然や環境を守るために，積極的に行動していく必要があることに気づかせ，実行しようという気持ちを高めたい。
	※ヤゴの救出をする小学校の取り組みや里山の取り組み知ることを通して，自然の大切さや環境を守っていくためにはさまざまな努力をする必要があることに気づかせ、自分たちでできることはないか考えていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「本は友だち『里山は，未来の風景』

	
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.55に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ヤゴ救出大作戦」をどう思いましたか。
◎学校や地域で自然はどのように守られているだろう。
	
	
	
	

	九月（第一週）　　　　　　　　　　
　

	家族愛、家庭生活の充実
	［家族みんなで］
13．百六さい、おめでとう、ひいばあちゃん
（きみがいちばんひかるとき）
	　家族一人一人の立場や思いについての理解を深めていく中で，育ててくれた家族の心の温かさに気づかせ，敬愛の念を深めていくことが大切である。また，家族みんなが楽しく過ごすために大切なことは何かを考えさせ，家族の一員としての自覚をもち、みんなで協力し合って，よりよい家庭を築いていくことの大切さに気づかせることが大切である。
	※ひいばあちゃんとの関わりを描いた「わたし」の作文を通して,家族の在り方について考え，家族の一員としての自覚をもち,協力し合って楽しい家庭をつくろうとする心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.140を活用する。
	「ふれあい参観日」
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ひいばあちゃんのにこにこ顔を見て，「わたし」はどんなことを考えただろう。
◎家族みんなが楽しく生活するためにはどんなことが大切だろう。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	　親切、思いやり
	［進んで親切に］
14.みんながくらしやすい町 

（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，自分のことだけでなく，周りの人にも目を向けることができるようになっている。しかし，一方で，自分の見方と相手の見方が同様であると思い込みがちで，相手が何を求めているのかを察することができにくいという面もある。加えて，誰にでも親切にすることが難しくなっている時期でもある。そこで，相手の置かれている状況からその思いを想像し，相手の身になって，自ら進んで親切にしようという心情を育てたい。
	＊町にいる親切な人が描かれた一枚絵を通して，思いやりの大切さを気づかせ，相手の置かれている状況を見て，自ら進んで親切にしようという実践意欲と態度を育てる。
	学校行事

「ふれあい集会」

	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この絵を見て，親切にしている人はどこかな。親切にしている人はどんな気持ちでやっているのだろう。

◎自分の住む町を「くらしやすい町」にするために，自分達ができることは何だろう。
	
	
	
	

	九月（第三週）
　
　
　
	希望と勇気、努力と強い意志
	［めあてに向かって］

15．一りん車にのれた 

（きみがいちばんひかるとき）
	　人間が生きていく過程には，いろいろなめあてがある。大きな人生の目標から、日々の生活の中での小さなめあてまでさまざまである。そのめあては，何の障害もなしに達成できることはほとんどない。困難なことに打ち勝ちながら，自分の決めためあてに向かって粘り強くがんばろうという気持ちを持つことが
大切である。
	※一輪車が乗れるまで練習をあきらめない「わたし」を通して，自分でやろうと決めたことに対して積極的に取組、粘り強くやり遂げる気持ちを育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」

算数科
「大きい数のしくみ」

「かけ算の筆算（１）」
体育科
「かけっこリレー」

「運動会の練習」

学級活動

「２学期学級開き」

学校行事
「運動会」
	＜終末＞
がんばっている子ども達のクラス写真を電子黒板に映す。

	〈終末〉でP.132下のメッセージを読む。
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○足がすりきずだらけになったとき，「わたし」はどんなことを考えていただろう。
◎１メートルくらい手ばなしで乗れるようになったとき，「わたし」はどんなことを考えただろう。
	
	
	
	

	九月（第四週）

	善悪の判断、自律、自由と責任
	［良いと思ったことは］
16．よわむし太郎
（きみがいちばんひかるとき）

	  中学年の児童は，善悪についての認識能力や判断力が身についてきている。しかし，友情を壊したくないなどの気持ちから，悪いことを見過ごしたり，一緒に行動したりすることがある。よりよく生きるためには，周囲の状況に流されず，正しいと判断したことを人に左右されずに，自信をもって行おうとする態度を
育てるようにしたい。
	※体は大きく，心優しいよわむし太郎が，殿様から白鳥を守る姿を通して，物事の善悪について的確に判断し，正しいと信じるところに従って主体的に行動する実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.32を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「よわむし太郎」と呼ばれていた太郎を，周りの人たちはどう思っていただろう。

◎いつもわがままを通すとのさまが，よわむし太郎の話を聞いたのはなぜだろう。
	
	
	
	

	十月（第一週）

	個性の伸長
	［自分を見つめて］
17.「わたしらしさ」をの
ばすために
（きみがいちばんひかるとき） 
	  これまでに児童は，「自分の特徴に気づくこと」について学習してきている。自分の特徴である長所を伸ばしながら，自分の個性に気づくようにすることが必要である。そこで、児童の視野を広げ，田の人々の多様な個性や生き方にふれ,自分もこうなりたい，こんな生き方がしたいといった希望や憧れを抱かせ，自己実現に向けて，長所を伸ばそうとする心を育てたい。
	※「わたしらしさ」を見つける書く活動や、サッカー選手の宮間あやさんと宇宙飛行士の若田光一さんの文章を読む活動を通して，自分のよさや特徴に気づかせ,その方々を尊敬し，感謝する心情を育てる。


	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.46～47を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○宮間さんや若田さんの「わたしらしさ」とは，どんなものだと思いますか。
◎自分の「わたしらしさ」とはどんなものでしょう。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［昔からつたわる物］


18．ふろしき
（きみがいちばんひかるとき）
	　我が国の伝統と文化は，昔から受け継がれてきた歴史あるものであり，次代へも引き継いでいきたいものである。そのために，郷土でも伝統行事への参加や，昔から伝わる文化の体験などの実体験とも結びつけながら，児童が国や
郷土の伝統や文化のよさを十分に感じたうえで，次代へ引き継いでいきたいと思えるようにしていきたい。
	※ふろしきのことを知り，日本に古くから伝わる文化を尊重しようとする「わたし」の姿を通して，わが国の伝統や文化について考えさせ，それに親しみ、大切にしようとする判断力や心情を育てる。
	国語科
「秋の楽しみ」
社会科
「社会科見学」
総合的な学習の時間
「津野探検②～津野の自慢を探せ～」
	

	地域の方に
ゲストティーチャーとして、「伝統文化」（花取り踊り）について話してもらう。
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ふろしきについて初めてしったことや，もう知っていたことはありますか。
◎ふろしきのように，日本で昔から使われている道具にはどんなものがあるでしょう。
	
	
	
	

	十月（第三週）

	国際理解、国際親善
	［ちがいを知って］
19．マサラップ
（きみがいちばんひかるとき）

	　この段階の児童には，自分と異なることを認め，よさに気づき尊重していく姿勢を身につけさせたい。そうすることで，他国の文化の中で，日本ではなじみのない風習などを知ったときにも，それらの文化に誇りをもって生活している人々の思いを感じられるようにしていきたい。
	※外国語指導助手と交流する「ぼく」の姿を通して，他国の文化に関心をもち、理解を深めさせ，それらの文化に親しもうとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.167を活用する。
	保護者・地域の方の参画
ＡＬＴの参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○インターネットでフィリピンのことを調べた「ぼく」はどんなことを考えていただろう。

◎リサ先生の笑顔を見た「ぼく」はどんなことを考えただろう。
	
	
	
	

	十月（第四週）

	勤労、公共の精神
	［みんなのためにはたらく］

20．係の仕事に取り組む時に
（きみがいちばんひかるとき）

	　身の回りの生活の中で，集団の一員としてできることについて考えて仕事を見つけたり，集団生活の向上につながる活動に参加したりして，仕事をすることの大切さを理解できるようにしたい。また，自分の役割を果たして，力を合わせ，進んでみんなのために働こうとする意欲や態度を育みたい。
	※係活動について悩みを感じている真由子の姿を通して，自分が行っている係活動の大切さについて考えさせ,進んでみんなのために働こうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.132を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○真由子が係の仕事が面倒だと思ったとき、どんなことを考えていただろう。
◎集平が真由子にした返事について考えよう。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	生命の尊さ
	［みんな生きている］

21．生きているなかま 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童は，自分たちの生命は大切であると思うが，他の動植物の生命に関してはとかく無関心になりやすい。そこで，児童に，人間以外の動植物にも目を向けさせ，それらにも人間同様，かけがえのない生命があり，一生けん命生きているということに気づくようにしていきたい。
	※トマトを育て，周りの生き物にも声をかけるやよいの姿を通して,人間だけではなく動植物も生きている仲間であることに気づかせ，命やそのつながりを大切にしようとする判断力や心情を育てる。
	学校行事

「地震避難訓練」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.102～103を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○やよいさんはトマトにどんな気持ちで話しかけていたでしょう。
◎自分達の周りで「生きているなかま」と思ったことは何かありますか。
	
	
	
	

	十一月（第二週）

	個性の伸長
	［それぞれのいいところ］


22．三年元気組 

（きみがいちばんひかるとき）

	　個性の伸長は，自分の特徴に気づくことから始まる。そのうえで初めて自らの適性を見極め，長所を伸ばしていくことができる。同時に短所にも目を向け，その改善に努力することも大切になる。中学年では，自分のよいところも悪いところも「自分の特徴」であるということに気づかせたうえで，よいところをさらに伸ばすことで個性を伸ばすようにしたい。そのためには，多様な個性や生き方に触れることや，仲間との交流で認める場を設けること等を通して，特徴に気づかせ，よいところを伸ばそうとする意欲
を高めていきたい。
	※クラスの仲間の言葉から，自分の長所を見つける「ぼく」の姿を通して，よいところを伸ばすのに大切な気持ちを考えさせ，自分の特徴に気づかせ，長所を伸ばしていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.46～47を活用する。
　
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「三年元気組」を読み，スピーチの内容について迷っている「ぼく」はどんなことを考えていたのだろう。
◎昼休みに高学年用の本に挑戦した「ぼく」は，どんなことを考えていたのだろう。
	
	
	
	

	十一月（第三週）

	感謝

	［まわりの人にありがとう］

23．とくジーのおまじない 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，好奇心が旺盛になり，活動範囲も広がってくる。友達への仲間意識も高まり，子どもたち同士で考え行動することが多くなってくるにつれて，人々に世話になっているという意識が薄れていることもある。そこで，自分の生活を支えてくれている人の思いを考え，尊敬と感謝の気持ちをもって接することができるようにしていきたい。
	※見守りを続けてくれているとくジーに対して感謝の気持ちをもつ「わたし」や兄弟の思いを通して，自分の生活を支えてくれている人の存在に気づかせ，その方々を尊敬し，感謝する心情を育てる。
	外国語活動
「This is for you.」
総合的な学習の時間
「津野探検②～津野の自慢を探せ～」
学校行事

「感謝祭」
	わたしたちの道徳P.84の先人の言葉から考える。
＜終末＞
わたしたちの道徳P.82～83を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○とくジーに声をかけられて，「わたし」はどんなことを考えたのだろう。
◎自分の周りにもとくジーのように「ありがとう」を言いたい人はいますか。
	
	
	
	

	十一月（第四週）　　

	友情、信頼
	［友だちと助け合って］


24．目の前は青空 

（きみがいちばんひかるとき）

	　中学年になると友情関係が広がり，仲間で行動することも増え，家族よりも友達とのことを優先したがる傾向も出てくる。しかし，一方では，その人が自分にとって都合がいい友達かどうかなど，本来の友達像とは違った面を追うようにもなってくる。また，集団から外れるような行動をする友達がいると，心ない言葉を浴びせたり，冷たい行動を取ったりしてしまうことも多い。そこで，友達との関係について改めて考えさせ，友達と助け合うことのよさや助け合ったときの気持ちよさを伝えたい。
	※クラスの仲間が協力し合う遠足の様子を描いた物語を通して，友達と助け合うことの大切さに気づかせ,友達と互いに理解し，助け合おうとする判断力や心情を育てる。
	算数科
「重さのたんいとはかり方」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.80～81を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○信二は太一をだまって見ていられなくなったとき，どんなことを考えていただろう。

◎目の前に澄み切った青空が見えたとき，信二はどんなことを考えただろう。

	
	
	
	

	十二月（第一週）
	よりよい学校生活、集団生活の充実


	［よりよい学校に］
25．学校のぶどう 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童にとって，学校の一員としての自覚をもたせることや，みんなで協力してよりよい学校にすることを考えさせることは大切である。また,学校のもつ校風や伝統は，学校に関わる先輩達の努力によって築かれたこと，そして，その思いが受け継がれている
ことに気づかせていきたい。
	※学校の環境整備をしてくれる人や上級生によって守られている学校のぶどう棚の物語を通して，自分が学校のためにできることを考えさせ，よりよい学校生活をつくろうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.150を読む。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ぶどうの世話をする安田さんや栽培委員会の人達の話を聞いて，和広はどんなことを考えていただろう。

◎学校のために自分達にできることはどんなことがありますか。
	
	
	
	

	十二月（第二週）

	相互理解、寛容
	［気持ちをつたえ合って］

26.水やり係
（きみがいちばんひかるとき）

	  この時期の児童は，自分と他人では感じ方や考え方が違うことが分かってくるが，その違いを受け止められずに感情的になったり，その違いから対立が起こったりすることもある。また，自分の思いを上手に伝えられずに気持ちがすれ違うこともある。相手の気持ちを理解し,相手への理解を深め，自分も相手からの理解が得られるように思いを伝えることや，異なる考えや意見を大切にすることのよさを実感できるようにしていきたい。
	※同じ水やり係のゆうかが，水やりを忘れているのではないかと疑う「わたし」の姿を描いた物語と，実際にその主人公になったつもりで意見を伝え合う活動を通して，自分の考えを相手に伝えることの大切さに気づかせ，相手の思いを理解しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	わたしたちの道徳
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ゆうかさんが水やりを忘れているのではないかと思ったとき，「わたし」はどんなことを考えただろう。
◎自分ならゆうかさんにどんなふうに声をかけるだろうか。
	
	
	
	

	十二月（第三週）

	公正、公平、社会正義
	［公平なたいどで］
27. なおとからのしつもん
（きみがいちばんひかるとき）

	  児童は，分け隔てなく公平に接することの大切さは理解しているが，日常の生活に目を向けてみると，自分の好きな相手には仲良く接しようとするが，嫌いな相手や自分が不利益を被った相手に対しては，避けたり，相手にとって嫌な態度を取ったりすることがある。そこで，不公平な態度が周りに与える影響について考えさせるとともに，よりよい人間関係を築くために，誰に対しても分け隔てをせず，公平に接しようとする態度を育てたい。
	※席替えのときや休み時間に起こりがちな，人によって態度を変えるなおとの姿を通して，公平に接することの大切さを考えさせ，誰に対しても分け隔てをせず，公平に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞

わたしたちの道徳P.178を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○「なんで人によってたいどをかえたらだめなの？」と言われた「ぼく」はどう答えるでしょう。
◎自分が人によって態度を変えたこと，態度を変えられたことはありますか。
	
	
	
	

	一月（第二週）

	節度、節制
	［良く考えて］
28．黄金の魚 

（きみがいちばんひかるとき）

	  誰しもよりよい生活をしたいという欲求や願いをもっているものだが，節度のない過大な欲求は，周りにも迷惑であり，思わぬ悪しき結果を招くこともある。そのため，よく考えて節度ある生活をしようとする態度を身につけるこ
とが大切である。
	※次々と願い事をかなえてもらうが満足しないおばあさんが，欲張ったことにより，元の姿に戻ってしまうという物語を通して，わがままな行動をしないために大切なことは何かに気づかせ，よく考えて行動し，節制を心がけた生活を送ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「風邪に負けない体をつくろう」
学級活動
「３学期のめあてと係を決めよう」
	＜終末＞

わたしたちの道徳P.10～11を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○次々と願いがかなったとき，おばあさんはどんなことを考えていただろう。
◎元の姿にもどってしまったおばあさんを見て，おじいさんはどんなことを考えただろう。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	公正、公平、社会正義
	［分けへだてをしないで］
29．道夫とぼく 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，人に対して，「スポーツが得意」や「よく挙手して発言する」など，表面からわかる印象等で評価する傾向があり，仲間づくりにも影響を及ぼすことが少なくない。また，自分の好みや利害で不公平な態度を取ったり，仲良しの友達を優先させたりすることもある。そこで，偏見や差別を受ける側の気持ちに深く共感させたり，人間の弱さにもふれながら自分の言動の問い直しをさせたりすることが重要である。
	※サッカーが好きだが下手な道夫を，休み時間のサッカー仲間から外してしまった「ぼく」の心の揺れを通して，誰に対しても分け隔てなく接していくために大切なことは何かを考えさせ，公正，公平に接しようという判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.178を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）


	
	
	
	
	○道夫に声をかけなくなった「ぼく」はどんなことを考えていただろう。
◎走太に「下手だからってさそわないのはどうなのかな。」と言われたとき，「ぼく」はどんなことを考えていただろう。
	
	
	
	

	一月（第四週）

	感動、畏敬の念
	［美しいしぜん］
30．まわりを見つめて 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童は，身の回りにあふれている物質的な豊かさに流され，身近にある自然の美しさや気高さを見落としていることも大いにある。そこで，これまでに培った初々しい感性を大切にしながら，さらに体験を積み重ね，想像する力や感動する力をより豊かにしていくことが求められる。また，自然の美しさや気高さに意識的にふれて，その美しさや気高さに素直に感動する心を大切にしていこうとする心情を育てていきたい。
	※美しい写真と児童詩から，身近にある自然の美しさや不思議さに気づかせ，その自然の美しさに感動し、大切にしていこうという心情を育てる。
	国語科
詩『雪』『ゆき』『雪』
『ありの行列』
図画工作科
「クリスタルファンタジー」


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.108を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○３つの詩でどの詩が好きか，発表しましょう。
◎自分達の心に残っている美しい自然の風景はどんなものですか。
	
	
	
	

	二月（第一週）

	規則の尊重
	［やくそくを守って］
31．かるた遊び 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童は，約束やきまりの大切さについて理解していながらも自分の感情を優先し，ついきまりを守らなかったり，約束を破ってしまったりすることもある。そこで，約束やきまりの意義やよさについて話し合い，集団がよりよくなるために守らなくてはならない約束やきまりについて考えていこうとする態度を育てていくことが大切である。
	＊雨の日の休み時間に行うかるた遊びの約束を考える千歌のクラスの様子を通して，きまりの大切さを考えさせ，クラスのためによりよいきまりを考えていこうとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.128～129を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○千歌のクラスにはどんな約束が必要だろう。
◎自分達のクラスでの約束ごとには，どんなものがあるだろう。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	正直、誠実
	［すなおにあやまる心］
32． よごれた絵
（きみがいちばんひかるとき）

	　中学年の児童においては，他者に対するうそやごまかしをしたりしないことに加えて，そのことが自分自身をも偽る行為になることに気づかせることが求められる。そのうえで，正直であることの快適さを自覚できるようにすることが大切である。過ちを犯したときは正直に反省し，そのことを正直に伝えるなどして改めようとする気持ちを育むことが求められる。正直であるからこそ，明るい心で生活できることを理解し，児童それぞれが元気よく生活できるようにしていきたい。
	＊図工室に飾られている友達の絵に誤って汚れをつけてしまい，その絵を描いた友達に正直に謝る「ぼく」の姿を通して，過ちを素直に反省することの大切さに気づかせ，ごまかさず，正直に伝えようとする判断力や心情を育てる。


	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.40を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○さとしさんに「だまっていればわからないよ。」と言われた「ぼく」はどんなことを考えていただろう。
◎「ぼく」は何度も謝ったとき，どんなことを考えていただろう。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	家族愛、家庭生活の充実
	［家族への思い］


33．漢字に思いをこめて
（きみがいちばんひかるとき）
 
	 この時期の児童は，家族とは，協力し合って楽しい家庭を築いていかなければならないことはわかっているが，自分の好きなことだけに一生懸命になって，家族の思いに気づけなかったり，家族の一員であることを意識できずに，身の回りのことなどをついつい家族任せにしてしまったりすることもある。そこで，この時期に，家族を敬愛し，自分も家族の一員であることの自覚をもち，協力してよりよい家庭をつくっていこうとする心情を育てていきたい。
	＊一文字の漢字に思いを込めて家族へ気持ちを伝えた児童の作品を例に，書く活動を通して，家族を敬愛し，自分も家族の一員であることの自覚をもって，協力していこうとする心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.138を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○４つの作品を読んで，どんなことを考えましたか。
◎自分の作品を発表しましょう。
	
	
	
	

	二月（第四週）

	感謝
	［つたえたいありがとう］

34．ありがとうの気持ち
　　をこめて
（きみがいちばんひかるとき）

	　児童は，日々の暮らしの中で，自分が周りの人に支えられていると感じる瞬間は少ない。そこで，自分たちの生活を支えてくれている人々がたくさんいることを理解させ，その人たちへの感謝の気持ちをもたせることが大切である。また，自分にとっても大変なことをやり続け，周りの人たちを助けられるような存在に尊敬の念をもつ心も育てたい。
	＊東日本大震災の直後，警察や自衛隊の人に向けて挨拶を始めたつかさと姉の姿を通して，自分たちの生活には支えてくれている人がいるのだということに気づかせ，感謝の気持ちをもとうとする心情を育てる。
	学級活動

「ありがとう６年生」
学校行事
「６年生を送る会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.86～87を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.41に記入する。
	教材（　）



	
	
	
	
	○つかさはどんな気持ちで，働く人たちに挨拶を始めたのでしょう。
◎雨の日でも「ぼく，やっぱり行くよ。」と言ったつかさはどんなことを考えていたでしょう。

	
	
	
	

	三月（第一週）
	相互理解、寛容
	［相手の意見も大切に］
35．日曜日の公園で
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，自分の利害に関わることに，相手が踏み込んでくると，強く反撃し，言い争いになることも少なくない。また，自分の意見を何としても通そうとしたり，自分にも過ちがあるとわかっていても寛容になれなかったりする傾向もみられる。そこで，相手の言い分を理解し，異なる意見も大切にする態度を育てたい。
	※休日に公園で集まり，何をして遊ぶかで意見の食い違いが起きてしまうタクと「ぼく」の姿を通して，自分と違う意見も大切にするためには，どのようなことを心がけるとよいかを考えさせ，それを実践していこうとする意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.174～175を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○タクと「ぼく」がケンカになったのはどうしてだろうか。
◎それぞれの意見を尊重するためには，どんな言い方をすればよかっただろう。
	
	
	
	

	三月（第二週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	［ゆめに向かって］
36．スーパーパティシエ
物語
（きみがいちばんひかるとき）

	　好きなことの中から自分の夢を意識し始めている児童もいるが，つらいことや苦しいことがあると，簡単に投げ出してしまったり，継続できそうにないとすぐに夢を諦めてしまったりすることもある。そこで，自分の夢に向かって，努力を続けることのすばらしさを感得させ，粘り強くやり抜こうとする態度を育てたい。
	※目標をもって，子どもの頃からの夢を実現したパティシエの辻口博啓さんの話を通して、強い意志をもつことの大切さに気づかせ，夢に向かって粘り強くやり抜こうとする実践意欲と態度を育てる。


	算数
「そろばん」
学級活動

「１年間のまとめをしよう」
「４年生に向けて」

なわとび大会
	＜終末＞
「わたしたちの道徳」
P.25を活用する。
	地域の方にゲストティーチャーとして「夢をかなえて自分のやりたかった仕事についたこと」についての話を聞く。
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ひみつノート」を作っているとき，ヒロはどんなことを考えていただろう。
◎ケーキとあめ細工を完成させたヒロはどんなことを思っただろう。


	
	
	
	


【第３学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・話し手を見て，しっかりと伝えられる学級経営を行う。


・話し合う中で，自己を深く見つめ直すことができる道徳授業を行う。


・教材を見つめ，自己のこととして考え，話せるようにする。


　　　　　　　　　・


　　　　　　　　　・








